
ヒメヒサカキ
［木本］《忌避》

区別のポイント

標高 900 ～ 1500m 付近で見られる。

葉は互生し長さ１～３㎝の長楕円形、

はっきりした鈍鋸歯がある。

形態 常緑低木。高さ３～４ m。

分布 屋久島

名前の由来 ヒサカキを小型にした形。

葉 〈全体〉長楕円形で長さ１～３㎝、幅７～ 10 ㎜。薄い革質。

〈付き方〉互生でヒサカキの付き方に似る。

〈葉柄〉短い。

〈基部〉広いくさび形。

〈葉先〉鈍頭。

〈縁〉鈍鋸歯。

備考

出典 １４

葉の付き方はヒサカキに似る。 葉は楕円形でほぼ鈍頭。

ヒサカキの花は白色。


